
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について（速報） 

磐田市教育委員会 

１  はじめに 

令和７年４月に実施した「令和７年度全国学力・学習状況調査」の概要をお知らせします。本市の

調査結果を公表することにより、児童生徒に関わる様々な立場の方々に関心をもっていただき、学

校・家庭・地域が一体となって磐田市の子どもたちを育てていきたいと考えております。 

なお、本調査は、児童生徒が身に付けるべき学力の一部分を測定したものであり、子どもたちの学

力や学習状況を把握する資料の一つとして、一人一人に応じた指導や学習状況の改善のために役立て

ていきたいと考えております。 

２ 小学校調査における結果概要 

⑴ 全国学力・学習状況調査平均正答数と平均正答率 

 国語 算数 理科 

平均正答数 

(14 問) 

平均正答率 

(％) 

平均正答数 

(16 問) 

平均正答率 

(％) 

平均正答数 

(17 問) 

平均正答率

 (％) 

磐田市 9.5 68 9.4 59 9.9 58 

 県（公立） 9.2 66 9.1 57 9.4 55 

全国（公立） 9.4 66.8 9.3 58.0 9.7 57.1 

⑵ 成果と課題 

 〇成果   ●課題 

国語 

〇話し手の考え方と比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる問

題の正答率が高かった。 

〇目的や意図に応じて簡単に書いたり、詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるかどうかをみる問題の正答率が高かった。 

●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができ

るかどうかをみる問題に課題があった。 

算数 

〇平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平行四辺形を作図することができるかどう

かをみる問題の正答率が高かった。 

〇伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができるかどうか

をみる問題の正答率が高かった。 

●分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分

数の幾つ分かを言葉を用いて記述できる問題に課題があった。 

理科 

〇赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対する

まとめ】を基に、ほかの条件での結果を予想して、表現することができるかどうかをみる

問題の正答率が高かった。 

●レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、

表現することができるかどうかをみる問題に課題があった。 



＊課題に示した調査問題 [国語]

＊課題に示した調査問題 [算数]



＊課題に示した調査問題 [理科]



３ 中学校調査における結果概要 

⑴ 全国学力・学習状況調査平均正答数と平均正答率 

 国語 数学 理科 

平均正答数 

(14 問) 

平均正答率 

(％) 

平均正答数 

(15 問) 

平均正答率 

(％) 

平均 IRT 

スコア※

磐田市 8.0 57 7.9 53 543 

 県（公立） 7.9 56 7.6 51 527 

全国（公立） 7.6 54.3 7.2 48.3 503 

※IRT（項目反応理論）について 

 児童生徒の正答・誤答が問題の特性(難易度)によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分 

析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。IRTスコアは標準化された指標であり、500 を基 

準として設定されているが、実際の平均スコアは試験や年度によって変動することがある。 

⑵ 成果と課題 

 〇成果   ●課題 

国語 

〇相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる問題の正答率が高かった。 

〇文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができる

かどうかをみる問題の正答率が高かった。 

●文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる問題

に課題がある。 

算数 

〇目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説

明することがどうかをみる問題の正答率が高かった。 

〇事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる問題の正

答率が高かった。 

●一次関数 y=ax+b について、変化の割合を基に、xの増加量に対する yの増加量を求める

ことができるかどうかをみる問題の正答率が低かった。 

理科 

〇身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定できるか

どうかをみる問題の正答率が高かった。 

〇スケッチからわかることを問うことで、スケッチに関する知識及び技能が身に付いてい

るかどうかをみる問題の正答率が高かった。 

●台地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボーリング調査

の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる問題について課

題がある。 

＊課題に示した調査問題 [数学]



＊課題に示した調査問題 [国語]
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＊課題に示した調査問題 [理科]


